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研究課題名「小児外来における小児患者の採血にかかる時間とその要因に関す

る研究」に関する情報公開 

 

１．研究の対象 

本研究の対象者は、以下の通りです。 

① 当院の小児外来で採血をする 16歳未満の患者さん 

② 当院の中央採血室を利用する 16歳以上の患者さん 

    

２．研究目的・方法・研究期間 

研究目的：小児の患者さんの採血にかかる時間を明らかにし、時間のかかる要因がなにで

あるか、成人の患者さんと比較し考察することを本研究の目的としています。 

 

研究方法： 

小児の患者さんの場合 

採血時間の収集方法は以下のとおりです。 

小児外来での採血の流れは以下のとおりになります。 

① 患者さんを番号札の番号で呼び出す 

② 患者さんが処置室へ入る 

③ 患者さんが着席（座位または処置台に仰臥位） 

④ 採血姿勢をとる（仰臥位の場合は抑制帯をまく） 

⑤ 血管を選択する 

⑥ 穿刺 

⑦ 抜針 

⑧ 退席 

①〜②は、施設の構造によって影響を大きく受けることが予想されます。よって、②

処置室へ入ってから、⑧退席までの時間を、各場面ごとにタイマーで計測することと

しました。 

 

成人の患者さんの場合 

当院中央採血室を利用する 16歳以上の患者の採血場面を計測します。研究者が採血室へ入

り、採血場面に同席します。同席する際は採血場面を観察できる範囲で距離を取り、患者と

医療者の邪魔にならない位置で観察します。 

成人の患者さんの採血の流れは以下のとおりです 



 

 

 

① 患者さんを番号札の番号で呼び出す 

② 患者さんが処置室へ入る 

③ 患者さんが着席（座位または処置台に仰臥位） 

④ 採血姿勢をとる（仰臥位の場合は抑制帯をまく） 

⑤ 血管を選択する 

⑥ 穿刺 

⑦ 抜針 

⑧ 退席 

小児の患者さんと同様、②～⑧の場面の時間を計測します 

 

研究期間：実施承認日 ～ （西暦）2027年 3月 31日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

小児の患者さん：採血にかかった時間、年齢、性別、主科、体幹固定の有無、採血時の特

記すべきエピソード（複数回穿刺した、腕を出すのに 10分以上時間を要した、など） 

 

成人の患者さん：年齢（16歳以上かどうかの確認のみ）、採血にかかった時間、特記すべ

きエピソード（2回以上の穿刺、服がうまく脱げなかった、杖のため歩くのに時間がかか

った、など） 

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の

方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出くだ

さい。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

研究へ参加されない場合は、採血の計測開始までに研究者またはスタッフへお声かけくだ

さい。研究参加後の同意の撤回に関しましては、個人情報を取得していないため、ご協力い

ただいたデータを特定することができません。そのため、参加後の同意の撤回は不可である

ことをご了承ください。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

 名古屋大学大学院医学系研究科 総合保健学専攻 看護科学 次世代育成看護学 教授 

〒461-8673愛知県名古屋市東区大幸南一丁目 1番 20号 

名古屋大学大学院医学系研究科総合保健学専攻本館 4 階 401 号室 



 

 

 

新家一輝 

Tel／Fax：052-719-1566 

E-mail：niinomi@met.nagoya-u.ac.jp 
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